














































 上にかゝざる「こ」 ― 下にかゝざる「古」
又上下を嫌はず書ことも有 上下をわかずかくべき「に」「尓」
 下にかゝざる「ほ a」 ― 上下をわかず書べき「ほ b」
 上にかゝざる「遍」 ― 上下をわかず書べき「へ」
 上にかゝざる「と a」 ― 上下をわかず書べき「と b」
 下にかゝざる「か」 ― 上下をわかずかくべき「も」
 下にかゝざる「た」 ― 上下をわかず書べき「堂」「多」
 下にかゝざる「所」 ― 上下をわかず書べき「そ」
	 下にかゝざる「つ」 ― 上下をわかざる「徒」「川」

 下にかゝざる「な a」 ― 上下をわかず書べき「な b」「那」
 上にかゝざる「与」 ― 下にかゝざる「む」
 上にかく「け」 ― 上下をわかぬ「遣」「个」
 下にかゝざる「布」 ― 上下をわかぬ「ふ」
 上にかゝざる「く」 ― 上下をわかぬ「て」
 下にかゝざる「阿」 ― 上下をわかぬ「あ」
 下にかゝぬ「佐」 ― 上下をわかぬ「さ」
 上にかゝぬ「見」 ― 下にかゝぬ「み」
 ― 上下をわかぬ「新」「し」

































































































































母異体の「と a―と b」を対立させる伝本が多い。「と a」を非語頭仮名，







なお，後継書の一歩では，字形の類似によって「と a―と b」→「く a―
く b」という別音の仮名の対立に誤認識されている。「と a」か「と b」か
のどちらかが「く」と誤認識されたことで，それと対立する同音仮名が必
要になるという規範意識によって，誤類推されて修正されたと考えられる。


























































































































































































和歌三重之大事では，「可 a―可 b」，「な a―な b」，「天―て」，「幾―き」，
「も a―も b」をそれぞれ対立させ，位置による使い分けに差があるとす
る記述がある。しかし，いずれの場合も伝本間に記述の揺れが見られる（そ
のため表中では△印にしている）。一方，「そ a・そ b」は，「そ a」も「そ
b」も位置汎用仮名とするので対立とは言えず，この場合は伝本間に記述
















ホの仮名 ほ a―ほ b ○ → ○
トの仮名 と a―と b ○ → ○
カの仮名
可 a―可 b △ → ○
（与）―（よ） ○
タの仮名 多 a・多 b ○
ソの仮名
そ a・そ b ○ → ○
そ a―そ b ○
ナの仮名 な a―な b △ → ○ → ○
	テの仮名 天―て △ → ○ → ○
＊キの仮名 幾―き △

モの仮名 も a―も b △ → ○ → ○
注：同字母異体の組合せの，「―」は前後の仮名に「位置による使い分
け」がある場合を示し，「・」は前後の仮名に「位置による使い分
け」がない場合を示す。
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語頭仮名「見」とする記述が見られる。また，シの仮名では，後継書に
おいて，語頭仮名「志」―非語頭仮名「し」とする記述が見られる。とも
に，同音の仮名ついての明確な使い分け意識（棲み分け意識）を記述して
いるのであるが，こうした記述は和歌三重之大事には見られず，転写を重
ねる中で修正された結果であると考えられる。
７．５．誤認識や誤類推修正の裏にある根本的な原因
仮名５）は，漢字を草体化して簡略化したものである。簡略化した字形
は相互に類似しやすくなり，誤認識が生じやすくなるので，単字では，読
み取りが極めて不安定になる。仮名によって語や句を表記した場合は，仮
名は前後（上下）の文字と連結して文字列を構成し，それが読者既知の語
の情報と結び付くことによって読み取られやすくなる。しかし，「位置に
よる仮名の使い分け」では，《説明内容の性質上，仮名を単字で掲示せざ
るを得ない》ために，字形の誤認識は起きるべくして起きたと言える。「位
置による仮名の使い分け」の記述は，仮名の権威化であるにもかかわらず，
仮名の弱点を図らずも露呈させてしまっているのである。
８．まとめ
以上では，「位置による仮名の使い分け」について，悦目抄とその前後
の書との比較によって，（１）本来の記述の状態の推定を行い，（２）記述
の変化の様子を個別的に概観した。さらに次のことを指摘した。
１．仮名字形の誤認識によって，別音の仮名を発生させている事例が
多数見られること
２．誤類推による修正（誤類推修正）が見られるため，伝本に記述に
整合性があることは，必ずしも古態とは言えないこと
３．同字母異体の対立は，「位置による仮名の使い分け」のオリジナ
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ルには存在しなかった可能性が考えられること
４．同音の仮名の明確な使い分け意識（棲み分け意識）は，和歌三重
之大事には見られず，転写を重ねる中で修正された結果と考えら
れること
５．誤認識や誤類推修正の裏にある根本的な原因は，仮名を単字で掲
示したことにあり，「位置による仮名の使い分け」の記述は仮名
の弱点を図らずも露呈させてしまっていること
本調査によって，「位置による仮名の使い分け」の本来の記述の姿と変
化の過程がある程度判明した。しかし，これは，使い分け意識の問題であっ
て実態ではない。今後は，実態との比較・対照の作業が残されている。
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付表「位置による仮名の使い分け対照表」
凡 例
１．資料番号について
資料に付した［１］～［３０］の番号は，本稿第５節に一覧した資料の番号
と対応している。
２．仮名の見出しについて
（１）平仮名と同字母の仮名は，原則として平仮名で示した。
（２）平仮名と異字母の仮名は，字母に相当する漢字で示した。
（３）同字母異体を区別する場合には，アルファベットを後置した。
〔例：と a，と b〕
（４）同字母同体でも，区別する必要がある場合は，数字を後置した。
〔例：登 a，登 b〕
（５）誤認識の結果であると判断した仮名は，（ ）で囲んだ。
３．表中の記載について
（１）誤認識の結果であると判断した文字は，破線の枠で囲んだ。
（２）傍記は，実線の枠で囲んだ。
（３）傍記の異本注記によって使用位置の解釈が異なる場合は，異本注
記の指示する位置に「イ」と記した。
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注
１）例えば，矢田（２０１２）は，「と a」の使用位置についての言説が，『新撰仮名文字遣』
と『悦目抄』とで正反対であることに関連して，「そのいずれがより実態に即したも
のであるかは。以下に示す実資料の調査結果によって自ずと明らかになるであろう」
（３６４ページ）とし，『悦目抄』等の記述を実体と分けて扱う。
２）宇野（１９８６）は，「位置による仮名の使い分け」の掲載書を次のように分類する。
一、和歌の書き方に関係して，『和歌大綱』，『悦目抄』，『一歩』，『男重宝記』
二、書札の書き方に関係して。『玉章秘伝抄』，『宗五大艸紙』，『女房筆法』
三、仮名文字の使い方に関係して。『新撰仮名文字遣』，『和字大観抄』
３）遠藤（２００２）は，『悦目抄』の「上にかゝざるこ 下にかゝざる古 又上下をきら
はずかく事もあり」という記述について，「本来は「上にかゝざるニ」とあったはず
原文ママ
であるが，「ニ」の字体が「こ」に似ていために「上にかゝざるこ」と写し誤り，そ
の縁にひかれて，「下にかゝざる古 又上下をきらはずかく事もあり」としなければ
ならなくなって，今見るような本文が出現したものであろう。そうでなければ，「大
かたかきたがへてあしかるべきかなの事」の順序が，およそイロハ順に並んでいるの
に，何故に「に」の前に「こ」が挿入されねばならないのかかが説明つかない」（２８５
～２８６ページ）と指摘する。
４）「つ」と「川」とは同字母という考え方が一般的であるが，悦目抄等では同一視さ
れていないようである。
５）ここでの「仮名」は，毛筆等で記され，時には連綿を行うものを指す。近代以降の
活字や，現代の平仮名までは含まない。
本研究は JSPS科研費２５３７０５２５（基盤研究（C）「中世日本語仮名表記システムの解明」）
の助成を受けたものです。
